
 

 

 実践のまとめ（第３学年 数学科） 
 

上越市立春日中学校 教諭 藤野 真 

 

１ 研究テーマ 

  生徒の粘り強い取組を支えるための学習支援 

                             

２ 研究テーマについて 

 (1) テーマ設定の意図 

  文部科学省(2017)は、主体的な学びを「学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形

成の方向性と関連付けながら、見通しをもって粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返

って次につなげること」と説明している。私は「粘り強く取り組み」という部分に課題意識

を感じている。これまでの経験から、学習課題に対して興味や関心があるにも関わらず、問

題解決を諦めてしまう生徒の姿をたくさん目にしてきた。そこで、粘り強い取組につながら

ない状況の改善を図りたいと考えた。 

  また、中学校数学科における「関数」の領域は、生徒が学習に困難を抱えている領域の一

つであり、他領域よりも課題が多数存在するとの指摘がある(永田,2021)。したがって、関

数指導における生徒の主体的な学びを引き出すことは中学校数学科における課題の一つであ

り、指導の改善が求められる部分があると考えられる。そこで、本研究は、生徒の粘り強い

学びを支えるための関数指導の具体的な手立てについて示唆を得ることを目的とする。 

 (2) 研究テーマに迫るために  

  「学習方略としての表・式・グラフの提示」 

  関数学習において、粘り強い取組が生まれにくい状況として、学習対象が把握しにくいこ

とや問題場面(問われていること)の把握が難しいこと、問題解決の手段や方法を身に付けて

いないことが考えられる。栗原(1991)は、１次関数における表や式、グラフを使うといった

複数の具体的な学習方略の指導が生徒の問題解決への意欲を高め、問題解決能力を伸ばすの

に役立つことを明らかにしている。本実践では、単元導入段階から表・式・グラフを生徒の

問題解決の手段や方法として意図的に提示し、生徒が自ら表・式・グラフを問題解決の手段

として役立てられるような学習方略としての定着を目指す。 

 (3) 研究テーマに関わる評価 

  未知の学習課題に対して、表・式・グラフを問題解決の手段や方法として自ら活用しようと

する生徒が８割以上になる。 

 

３ 単元と指導計画 

 (1) 単元名 

  関数𝑦 = 𝑎𝑥2 （中学校数学３ 学校図書） 

 (2) 単元（題材）の目標 

  ① 関数𝑦 = 𝑎𝑥2 についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数

学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

  ②  ２つの数量の間にある関数関係に着目し、その特徴を表・式・グラフを相互に関連付け

て考察し表現することができる。 



 

 

  ③  関数𝑦 = 𝑎𝑥2について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数

学を生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しよう

とする態度、多様な考えを認め、よりよく問題解決しようとする態度を身に付ける。 

 (3) 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2について理解し

ている。 

・事象の中には関数𝑦 = 𝑎𝑥2と

して捉えられるものがある

ことを知っている。 

・いろいろな事象の中に、関

数関係があることを理解し

ている。 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2として捉えられ

る２つの数量について、変

化や対応の特徴を見いだ

し、表・式・グラフを相互

に関連付けて考察し表現す

ることができる。 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2を用いて具体的

な事象を捉え考察し表現す

ることができる。 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2について考えよ

うとしている。 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2について学んだ

ことを生活や学習に生かそ

うとしている。 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2を活用した問題

解決の過程を振り返って評

価・改善しようとしてい

る。 

 (4) 単元の指導計画と評価計画（全16時間、本時15／16時間） 

次 

(時数) 

学習内容 学習活動 主な評価規準と方法 

１ 

（３） 

 

 

・２乗に比例す

る関数 

◎具体的な事象における２つの

数量の変化や対応を表・式・グ

ラフをもとに調べることを通し

て、２乗に比例する関数𝑦 =

𝑎𝑥2  について理解する。 

◎事象や表から、２乗に比例す

る関数の式を求める。 

知・技関数𝑦 = 𝑎𝑥2 の関係を表す

式に数を代入し、対応する値を

求めることができる。【ワーク

シート】 

 

２ 

（３） 

 

 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2 

のグラフ 

◎関数𝑦 = 𝑎𝑥2のグラフをかき、

その特徴を見いだす。 

◎関数𝑦 = 𝑎𝑥2のグラフについ

て、表とグラフを関連付けた

り、比例定数𝑎 の値とグラフの

形を関連付けたりしながら特徴

を見いだし表現する。 

◎関数𝑦 = 𝑎𝑥2のグラフを放物線

と呼ぶことや、その軸や頂点の

意味を理解する。 

思・判・表関数𝑦 = 𝑎𝑥2のグラフの

特徴を捉えたり、比例定数とグ

ラフの関係を考えたりすること

ができる。【ワークシート】 

 ３ 

（４） 

 

 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2  

の値の変化 

◎𝑥 の変域が指定された関数𝑦 =

𝑎𝑥2 のグラフをかき、𝑦 の変域

について調べる。 

◎具体的な事象と関連付けるな

どし、表、式、グラフを相互に

関連付けて関数𝑦 = 𝑎𝑥2の変化

の割合について調べ、その特徴

を見いだし表現する。 

態関数𝑦 = 𝑎𝑥2の値の変化に関

心をもち、表やグラフなどを用

いて調べようとしている。【観

察】 



 

 

 ４ 

（３） 

・関数𝑦 = 𝑎𝑥2 

の利用 

◎具体的な問題を解決するため

に、事象の中から関数𝑦 = 𝑎𝑥2

を見いだして活用する。 

◎具体的な問題を解決するため

に、事象における２つの数量関

係を関数𝑦 = 𝑎𝑥2とみなし、

表・式・グラフを活用して未知

の値を予測する。 

思・判・表具体的な事象の中から

取り出した２つの数量の関係

を、理想化したり単純化したり

して関数𝑦 = 𝑎𝑥2とみなし、変

化や対応の様子を調べたり、予

測したりすることができる。

【ワークシート】 

 ５ 

（３） 

・身の回りの関  

 数 

◎具体的な問題を解決するため

に、２つの数量の変化や対応に

ついて調べ、身のまわりに既習

の関数以外の関数があることを

理解する。 

態身の回りにはいろいろな関数

関係があることに関心をもち、

表やグラフなどで表したり、そ

の特徴を考えたりしようとして

いる。【観察】 

 

４ 単元と生徒 

 (1) 単元について 

 第１学年では比例と反比例、第２学年では１次関数を学習してきている。しかし、比例や

１次関数ではグラフが直線であり、変化の割合も一定であるため、変化や対応の様子を調べ

るための表やグラフの良さが十分に生かされていないことも考えられる。本単元では、生徒

自身に関数学習の問題解決の学習方略として表・式・グラフの活用を定着させ、関数関係の

考察を通して、関数の概念形成をより深めていきたい。 

 (2) 生徒の実態 

  落ち着いた態度で学習に臨むことができる生徒が多い。学ぶ意欲が高い生徒がいる一方、

学習課題に向き合うことができずに、諦めてしまう生徒も複数名見られる。NRTの結果から、

半数近い生徒が数学を苦手としていることが分かる。授業内ではペア活動や対話的活動を適

切に設定し、理解の確認や質問をすることができる場面を設定するようにしている。 

  本単元では、表・式・グラフを学習問題解決のための学習方略として生徒自身が選択し、

自ら粘り強く取り組むことができるような学習支援を行っていきたい。 

 

５ 本時の展開（令和６年10月11日実施） 

 (1) ねらい 

  ・放物線と直線の交点の座標を表・式・グラフを用いて粘り強く考察することができる。 

 (2) 展開の構想 

  ① 連立方程式の解とグラフの交点座標の関連について表・式・グラフをもとに確認する。 

  ② 関数𝑦 = 𝑎𝑥2と１次関数𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏のグラフ上での交点座標について、表・式・グラフを

用いて考察する。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 (3) 展開 

時間 

(分) 

学習活動 ◎教師の働き掛け 

・予想される生徒の反応 

□評価 ○支援 ◇留意点 

導入 

10 

◯連立方程式の解とグラ

フの交点の座標の関連

について考える。 

◯本時の課題をつかむ。 

 

 

 

◎表・式・グラフでの考察が基本

となることを想起させる。 

 

◯適宜ヒントを提示しなが

ら進めていく。 

展開

① 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯２つの式（𝑦 = 𝑎𝑥2と

𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏 )の解の求

め方を考える。 

 

 

 

 

◯表・式・グラフのそ

れぞれの解き方につ

いて確認する。 

◎個人思考を促す。  

・表を作ってみる。  

・グラフを書いて交点座標を見

つけようとする。  

・連立方程式を解こうとする。  

 

 

◎相談・交流活動を促す。  

・異なる解き方、考え方に触れる。 

 

 

◯まずは、式をもとに表や

グラフを作成するように

促す。 

態 表・式・グラフを用い

て解を求めようとしてい

る。 

 

◇求められなかった生徒は

他の生徒の解き方を参考

にするよう助言する。 

 

展開

② 

15 

◯練習問題に取り組

む。 

◎解の個数を予想させる。  

◎複数の解き方に挑戦するよう

に促す。  

〇表・式・グラフの３つで

考察するように声掛けを

する。 

知・技  表・式・グラフを用

いて、解を求めることが

できる。 

まとめ  

５ 

◯関数と方程式の関連

についてまとめる。 

◯本時の振り返りを記

述する。 

◎グラフは、方程式を満たす点

(x,y)の集まりであることを確

認する。 

◎整数値でない場合は、式が有

効であることを確認する。 

態 本時の学びを自身の言

葉でまとめ、振り返るこ

とができる。 

 (4) 評価 

  ・表・式・グラフを活用し、未知の学習課題に粘り強く取り組むことができる。 

 態  【観察・ワークシート】 

  ・表・式・グラフを活用し、𝑦 = 𝑎𝑥2と  𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏 の解を求めることができる。 

                           知識・技能  【観察・ワークシート】 

 

６ 実践を振り返って 

(1) 授業の実際（指導の実際） 

① 表・式・グラフを学習方略として提示した単元指導について 

課題 𝑦 = 𝑎𝑥2と  𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏 の解について、表・式・グラフで考えよう。 



 

 

    単元導入段階から表・式・グラフを生徒の問題解決の手段や方法として意図的に提示

し、生徒が自ら表・式・グラフを問題解決の手段として役立てられるような学習方略と

しての定着を目指した。具体的には、変域を求める問題であれば、グラフを活用するこ

とで視覚的に捉えることが容易であることを学習した。また、変化の割合を求める問題

では、表を作成することで𝑥 や  𝑦 の増加量が確認しやすいことを学習した。数学を得意と

する生徒は、表やグラフにたよらず式による計算で問題を解決している姿も見られた。

しかし、そのような生徒は、表やグラフと解を関連付けており、生徒同士の学び合いの

場面における他者への説明の際には、表やグラフを活用して説明している姿が見られ

た。 

    これらの生徒の姿から、問題解決のための学習方略として表・式・グラフの活用を生

徒に提示した単元指導は、関数単元の問題解決能力を伸ばすことに効果的であったと考

えられる。また、問題解決の手段として表・式・グラフの活用が身に付いている生徒

は、未知の学習課題にも、自ら表やグラフを作成し、問題場面の把握や問題の解決に向

けて粘り強く学習課題に取り組むことができていた。 

② 𝑦 = 𝑎𝑥2と  𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏 の解について、表・式・グラフで考える課題について 

    本時では、未知の課題として  𝑦 = 𝑎𝑥2  と 𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏 の解を扱った。中学２年時に学習し

た一次関数のグラフの交点と連立方程式の解が一致することを導入場面で表・式・グラ

フを活用しながら復習した。𝑦 = 𝑎𝑥2  と  𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏 の解を考える場面では、多くの生徒が

表から取りかかり、グラフを書いている様子であった。導入場面の流れと同じように取

り組む生徒が多かったからだと考えられる。表とグラフを活用した問題解決までは、自

力で取り組むことができていた生徒が多かったが、式を活用した問題解決は手が進まな

い生徒の姿も見られた。しかし、どの生徒も自力での問題解決や納得を目指し、未知の

課題に粘り強く取り組むことができていた。 

 (2) 研究テーマに関わる評価 

   授業後の生徒による振り返り記述から以下のような結果が得られた。 

   ①「表や式やグラフを用いて、学習課題に粘り強く取り組むことができましたか」では19

名の生徒がよくできた、８名の生徒がだいたいできた、と自己評価しており、全生徒が肯定 

的評価であった。 

    ②「表・式・グラフのどの考え方が分かりやすかったですか」では、表が12名、式が10

名、グラフが５名であった。それぞれを選んだ理由を一部抜粋する。 

表 

・パッと見て分かりやすいから。 

・表は数字が書いてあるから分かりやすい。 

・代入して表を埋めていくと、解が出るから。 

式 

・無駄がなく早く解にたどりつけるから。 

・簡単に解を出すことができるから。 

・表とグラフは書くことが多いから。 

グラフ 
・視覚的な情報が自分には分かりやすかった。 

・グラフの中の交点や接点で簡単に解を求められるから。 

  表は具体的な数値を代入しながら求めていく過程が分かりやすく、受け入れやすかったよう

である。式を選択していた生徒は、表やグラフを活用した解決方法に取り組み、理解した上

で、式の良さに気付いている記述が多く見られた。しかし、式の利点として解が小数や分数

となっても対応できることに関する記述は見られなかった。本時では、整数解となる問題し



 

 

か扱わなかったためであると考えられる。表・式・グラフを関連付けた指導を通して、それ

ぞれの良さや解決方法に生徒自身が気付けるような指導や課題設定が必要だと感じた。 

 (3) 今後の課題 

  本研究では、単元導入段階から表・式・グラフを生徒の問題解決の手段や方法として意図

的に提示した指導を取り入れた。その結果、単元末の生徒の姿から表・式・グラフを問題解

決のための学習方略として活用する姿が見られ、生徒の粘り強い学習を支えるための学習支

援として有効な手立てであったと考える。このような指導を中学１年時の関数指導から積み

重ねることが、中学校における関数指導の改善として必要となる。 

  本時の授業では、導入場面で既習事項をもとに表・式・グラフを活用した問題解決を経験 

した。その結果、本時で扱った題材は未知の課題ではあったものの、問題解決の見通しをもっ

た状態で展開の活動に入った。今後は、見通しがもちにくい状況においても、生徒自身が表・

式・グラフを活用した問題解決に粘り強く取り組むことができるかの検証や、そのような状況

でも粘り強く取り組むことができるような単元を貫く指導が重要だと考える。 

  今回の実践で得られた知見を他単元や他領域にも生かし、生徒が粘り強く学習に取り組め

るような学習支援の方法を今後も探究していきたい。 
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